
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

30年度 計

円 円

事業費 100,146,184 100,146,184

交付金額 40,000,000 40,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

付紙様式第２

本市においては、重度障がい者が安心して医療を受けられる環境が求められて
いることから、医療費の一部を助成することで、重度障がい者の健康が保持さ
れるとともに、経済的負担が軽減され、障がい福祉の増進が図られた。
 １)対象者数： 1,077人（平成30年度末）
 ２)対象件数：31,191件（平成30年度末）

また、障害者手帳取得時に各種制度について説明するために配布する冊子の重
度障害者医療費助成事業の項目内及び、市ＨＰの重度障害者医療費助成ページ
内に、特定防衛施設周辺整備調整交付金を一部充当している旨を記載し、周知
を図った。

重度障がい者が安心して医療を受けられる環境づくりを一層進める。

無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

厚木飛行場関連特定事業（医療に関する事業：重度障害者医療費助成事業）

綾瀬市長

各医療機関

本市においては、重度障がい者（身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ１・Ａ
２、精神保健福祉手帳１級手帳所持者）が安心して医療を受けられる環境が求
められている。
このため、本市の重度障がい者に対し、医療費の一部を助成することで、重度
障がい者の健康を保持するとともに、経済的負担を軽減することにより、障が
い福祉の増進を図る。

扶助費（重度障がい者が医療機関で保険診療を受ける場合、保険対象の自己負
担分について助成する。ただし、保険適用外は除外。）

平成23年度から平成30年度まで

事　　　業　　　評　　　価　　　書



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

30年度 計

円 円

事業費 53,352,595 53,352,595

交付金額 26,288,000 26,288,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　綾瀬市長

　綾瀬市内

　本市においては、厚木飛行場の騒音下で暮らす市民が、結婚・出産を機に他地
域へ転出し、地域の活力が低下することを防ぐため、安心して子育てができる環
境が求められている。
　このため、経済的な理由で就学が困難な児童・生徒の保護者に対し、給食費を
助成することにより、誰もが安心して就学できる教育環境を整備し、教育の機会
均等を図る。

　経済的な理由で就学が困難な児童・生徒の保護者に対し、給食費を助成
する。

　平成28年度から平成30年度まで

事　　　業　　　評　　　価　　　書

付紙様式第２

【成果及び評価】給食費を助成することにより、保護者の経済的負担を軽
減し、教育の機会均等の充実を図った。
　平成３０年度対象者（実績）
　１，８０７人（小学校：１，２０６人、中学校：６０１人）
【地域住民への周知】市ホームページに「特定防衛施設周辺整備調整交付
金を一部充当している」旨を記載。

今後も給食費を助成することにより、教育環境を整備し、教育の機会均等
を図っていく。

なし

事業費及び交付金額

　厚木飛行場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：要保
護及び準要保護児童・生徒就学援助事業）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

30年度 計

円 円

事業費 21,707,276 21,707,276

交付金額 15,000,000 15,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

付紙様式第２

　延長保育利用者数は、綾南保育園は延べ１，７１９人、大上保育園は延
べ１，６４７人の合計３，３６６人です。園児の迎えが遅れたとき等に対
応する非常勤保育士を雇用することで、保育士の配置基準を満たすことが
できました。
　また、住民への周知については、保育所利用案内のパンフレットに、公
立保育園の人件費について、厚木飛行場関連特定事業に関する特定防衛施
設周辺整備調整交付金を一部充当している旨を記載しています。

　次年度以降もこの事業を活用し、延長保育の円滑な実施と保育サービス
の充実を図ることにより、市民サービスの向上に努めます。

無

事業費及び交付金額

厚木飛行場関連特定事業（福祉に関する事業：保育所運営費）

綾瀬市長

綾瀬市立大上保育園及び綾南保育園

　本市の保育園では、近年、共働き等による保護者の勤務形態の変化によ
り、朝・夕方、土曜日の延長保育の申請が増加している状況となってい
る。このような、多様化する保育ニーズに柔軟かつ的確に対応するため、
非常勤保育士を効率的に配置することにより、延長保育の円滑な実施と保
育サービスの充実を図る。

非常勤保育士人件費（賃金及び交通費）

平成25年度から平成30年度まで

事　　　業　　　評　　　価　　　書



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

30年度 計

円 円

事業費 70,897,680 70,897,680

交付金額 40,000,000 40,000,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　公園全体の園路及び公園灯を整備したことで、地元より利便性や安全
性が向上した旨の評価や日常的に利用される方が増えるなど整備した効
果が発揮されている。
　工事実施に伴う工事看板や回覧文書に防衛補助事業である旨を記載し
周知をしている。

　引き続き公園整備を進め、地域住民や利用者に対し、市民の健康増
進、憩いと安らぎの場として、穏やかな生活を送る空間を提供し、市民
の生活環境の改善を図る。

　無

事 業 費 及び 交付 金額

　厚木飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する
施設：深谷中央３号公園）整備事業

　綾瀬市長

　綾瀬市深谷中一丁目地内

　本市は、 航空機騒音の払拭と市街地形成上の観点から、都市機能とし
ての核を創出し、健全な市街化の形成を図るため、市中心部において、
タウンセンター計画を進めております。
　本地区はその一環として、 土地区画整理事業による都市基盤施設の整
備を進め、 中心市街地の形成と良好で快適な住環境を整備するととも
に、市民の健康増進、憩いと安らぎの場として、穏やかな生活を送るた
めの公園の整備が求められ、新たなまちづくりの一環として、公園を整
備することにより、市民の生活環境の改善を図るものです。

　公園整備（基盤整備工、植栽工、施設整備工）

　平成30年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

30年度 計

円 円

事業費 45,479,880 45,479,880

交付金額 20,000,000 20,000,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　道路舗装整備後に土木工事施工管理基準に基づき、コア抜取り検査及び平
坦性試験を行い基準値を満足していたため、路面の健全度が向上したことを
確認できたことから、沿線住民への振動の改善、道路の安全性の確保、道路
環境の向上が図れた。
 歩道の拡幅とセミフラット方式に改良したことにより、ベビーカー、車椅
子等の歩行者も通行しやすい環境となった。
　工事回覧文書、工事看板等により住民に防衛省の交付金事業である旨周知
を行った。

　綾瀬市内の他路線についても計画的に補修を実施。

　無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

 厚木飛行場関連公共用施設整備事業（交通施設：市道343号線）

 綾瀬市長

 綾瀬市小園南二丁目地内

　本事業は、（仮称）綾瀬スマートインターチェンジ周辺地区（小園地区）
の生活道路（通学路）について、車両の進入抑制対策及び歩道のバリアフ
リー化を図る事業である。
　進入抑制対策としては、車道幅員を縮小し、車両の進入及び速度抑制を行
うものである。
　また、歩道のバリアフリー化については、歩道スペースの拡幅と歩道形態
をセミフラット方式に改良し、歩行者の安全・快適に利用できる歩道の整備
を行うものである。

 改良舗装　Ｌ＝200.6ｍ　Ｗ＝9.0ｍ

平成30年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

30年度 計

円 円

事業費 43,565,040 43,565,040

交付金額 20,000,000 20,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

付紙様式第２

車道の拡幅及び歩道整備により歩行者の安全が図られた。
整備について、工事看板、回覧等により防衛省の交付金事業である旨を周
辺住民に周知した。

当該路線の一律な安全確保のため、当該路線の他区間においても、早期に
用地確保並びに拡幅整備を行う必要がある。

無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

厚木飛行場関連公共用施設整備事業
（交通施設：市道４１１号線）

綾瀬市長

綾瀬市早川地内

本事業は、（仮称）綾瀬スマートインターチェンジ設置事業に伴い、交通
変動が見込まれることから、綾瀬市総合都市交通計画において地区集散道
路として位置づけられている当該路線を整備することにより幹線道路から
綾西地区のアクセス向上を目的に整備するものである。
当区間は、幅員狭小であり、見通しも悪く、離合困難な区間となってお
り、車両・歩行者の安全確保が必要であり、早期に当区間を整備すること
で道路の機能向上を図ることを目的とする。

施工延長L=61.05m　施工幅W=9.0m

平成30年度

事　　　業　　　評　　　価　　　書



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

30年度 計

円 円

事業費 188,035,245 188,035,245

交付金額 90,000,000 90,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

付紙様式第２

　平成29年7月より通院における小児医療費助成対象者を中学3年生まで拡
大したことで、対象者数及び受診件数が増加。小児医療費における保護者
の負担の軽減にもつながり、健康の増進も図れた。
　１）対象者数： 11,226人（平成30年度末）
　２）受診件数：173,768件（平成30年度末）

出生、転入手続き時に配布しているチラシ及び市ホームページに「特定防
衛施設周辺整備調整交付金を一部充当している」旨を記載。

　 今後も医療費助成を行うことにより、保護者の負担を軽減し、早期治
療により重症化する前に医療機関にかかることで小児の健康増進を促進す
ることが必要である。

　なし

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　厚木飛行場関連特定事業（医療に関する事業：小児医療費助成事業）

  綾瀬市長

　綾瀬市内

　本市においては、厚木飛行場の騒音下で暮らす市民が、結婚・出産を機
に他の地域へ転出し、地域の活力が低下することを防ぐため、安心して子
育てができる環境が求められている。
　このため、本市の子育て世帯に対し、子どもに係る医療費の一部を助成
することにより、病気の早期発見、早期治療を行うことで重症化を防ぎ、
健全な育成と健康の増進を図る。

　医療費助成対象
　0歳から中学校3年生修了まで通院・入院対象

　平成23年度から平成30年度まで

事　　　業　　　評　　　価　　　書



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

30年度 計

円 円

事業費 18,984,000 18,984,000

交付金額 15,000,000 15,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

付紙様式第２

平成30年度は、573人の妊婦に対して母子健康手帳発行と合わせ妊婦健康診
査費用補助券（1回目8,000円、2～14回目各4,000円の14枚綴り）を交付
し、定期的な妊婦健診の受診勧奨と支援を実施することが出来た。
・交付者数：573人
・補助券利用件数：6,532件（延べ）
補助券交付時に手渡すリーフレットや市のホームページにて「特定防衛施
設周辺整備調整交付金を一部充当している」旨記載した。

　本事業への補助により、妊婦健診の受診勧奨と支援を行うことが出来
た。令和元年度も引き続き同事業を推進していく。

無

事業費及び交付金額

厚木飛行場関連特定事業（医療に関する事業：妊婦健康診査事業）

綾瀬市長

綾瀬市内

・本市において、厚木飛行場の騒音下で暮らす市民が、結婚・出産を機に
他の地域へ転出し、地域の活力が低下することを防ぐため、安心して出
産・子育てができる環境が求められる。
・このため、妊娠中の定期的な健康診査を実施することにより、母子の健
康状態を確かめ、安心・安全に出産を迎えることを目的とする。

妊婦健康診査費用補助券の交付

平成28年度から平成30年度まで

事　　　業　　　評　　　価　　　書



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

28年度 29年度 30年度 計

円 円 円 円 円 円 円

0 9,419,040 106,873,560 0 0 0 116,292,600

交付金 14,000,000 31,500,000 31,500,000 0 0 0 77,000,000

市町村費
等

0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0

運用益 0 2,403 1,123 0 0 0 3,526

計 14,000,000 31,502,403 31,501,123 0 0 0 77,003,526

0 35,000,000 35,000,000 0 0 0 70,000,000

14,000,000 10,502,403 7,003,526 7,003,526 7,003,526 7,003,526 7,003,526

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本市域は鉄道駅が無く、路線バスが公共交通機関として、市民の移動手段の中心になっていま
す。
　市内を運行している路線バスは、近隣市の鉄道駅へのアクセスがメインであり、路線バスが利
用できない交通不便地域や、市中央部への利便性が低い地域が存在しています。
　このため、交通不便地域の解消や市中央部へのアクセス向上、高齢者の外出機会確保を目的と
して、コミュニティバスを運行することで、公共交通の利便性向上を図り、市民の移動手段を充
実させます。

コミュニティバス運行委託料（人件費及び燃料費）

平成28年度から平成32年度まで

事業費

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　厚木飛行場関連特定事業（交通に関する事業：コミュニティバス運行事業）

　綾瀬市長

　綾瀬市一円

事業費及び交付金額

基金処分額

基金残額

基
金
造
成
額

　無し

　コミュニティバスは地域住民の足として利用されており、公共交通網充実のためにも継続して
運行が必要である。

　コミュニティバスを運行することにより、公共交通の利便性が向上し、市民の移動手段が充実
したため、交通不便地域の解消や市中央部へのアクセス向上、高齢者の外出機会が確保が図れ
た。

　平成30年度コミュニティバス利用者数　延べ187,486人

　市ホームページに「特定防衛施設周辺整備調整交付金」を充当している旨を記載。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

28年度 29年度 30年度 計

円 円 円 円 円 円 円

0 161,058,620 169,974,086 0 0 0 331,032,706

交付金 38,000,000 142,500,000 142,500,000 0 0 0 323,000,000

市町村費
等

0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0

運用益 0 6,518 3,272 0 0 0 9,790

計 38,000,000 142,506,518 142,503,272 0 0 0 323,009,790

0 150,000,000 150,000,000 0 0 0 300,000,000

38,000,000 30,506,518 23,009,790 23,009,790 23,009,790 23,009,790 23,009,790

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事業費及び交付金額

基金処分額

基金残額

基
金
造
成
額

　本市において、厚木飛行場の騒音下で暮らす市民が、結婚・出産を機に他の地域へ転出し、地
域の活力が低下することを防ぐため、また、高齢者になっても住み続けたいと思えるため、安心
して出産・子育て・生活ができる環境が求められる。
　このため、法令で定められた予防接種を実施することにより、乳幼児及び高齢者が感染症にか
かることなく、安全・安心に生活できることを目的とする。

　予防接種（乳幼児予防接種・高齢者インフルエンザ・高齢者肺炎球菌予防接種）の実施（委託
料）

　平成28年度から平成32年度まで

事業費

無

　本事業への補助により、感染症予防のための予防接種の実施を行うことができた。令和元年度
も引き続き同事業を推進していく。

平成30年度は、委託医療機関において乳幼児予防接種、高齢者インフルエンザ、高齢者肺炎球菌
予防接種を実施することで、感染症の予防を行うことができた。

乳幼児予防接種：15,316人（延べ）
高齢者インフルエンザ：8,580人
高齢者肺炎球菌：813人

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

厚木飛行場関連特定事業（医療に関する事業：感染対策事業）

綾瀬市長

綾瀬市内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

28年度 29年度 30年度 計

円 円 円 円 円 円 円

0 192,523,798 205,806,324 398,330,122

交付金 38,000,000 156,000,000 156,000,000 350,000,000

市町村費
等

0 0 0 0

その他 0 0 0 0

運用益 0 6,520 3,117 9,637

計 38,000,000 156,006,520 156,003,117 0 0 0 350,009,637

0 165,000,000 165,000,000 0 0 0 330,000,000

38,000,000 29,006,520 20,009,637 20,009,637 20,009,637 20,009,637 20,009,637

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事業費及び交付金額

基金処分額

基金残額

基
金
造
成
額

　無

次年度以降も、市民・保育サービスのために継続。

　交付金を充当することにより、基準を満たす保育士配置をすることができ、通常保育では、綾
南保育園１４１人、大上保育園１２２人と定員を上回る受け入れができ、延長保育においても、
綾南保育園延べ２５５人、大上保育園延べ２１９人の合計４７４人が利用できた。

　保育所利用案内のパンフレット及び更新時の通知文書に、公立保育園の人件費について、厚木
飛行場関連特定事業に関する特定防衛施設周辺整備調整交付金を一部充当している旨を記載し
た。

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　厚木飛行場関連特定事業（福祉に関する事業：保育所運営費基金事業）

　綾瀬市長

　綾瀬市立綾南保育園・大上保育園

　本市の保育園では、近年、共働き等による保護者の勤務形態の変化により、朝・夕方、土曜日
の延長保育の申請が増加している状況となっている。
　このため、専任の保育士の人件費の一部を助成することにより、通常保育はもとより、延長保
育に対しても基準に準じた保育士の配置を行い、働きながら子育て出来る環境を整備することに
より、保育サービスの充実を図る。
（参考指標）
　延長保育時における各児童区分の基準に対する保育士の割合：１００％以上

　保育士人件費（給料・扶養手当・管理職手当・地域手当・住居手当・通勤手当・期末手当・勤
勉手当・共済負担金）

　平成28年度から平成32年度まで

事業費


